
2022年12月号 2022年12月号は、
情勢記事、ウリ民族フォーラム記
事、中央からのお知らせ、朝青企
画をお伝えいたします。

現在、朝鮮半島情勢は歴史に類例
のないレベルで緊張している。

『情勢を見る目』で最も重要なこと
は『順序を守る』ことである。そし
て、朝鮮は『植民地』となることを
拒絶する。どのような暴力にも屈す
ることなく、である。朝鮮は確かに
怒っているのだが、『なぜ怒るの
か』を考えてみようということだ。

補足を一つ付け加えるのであれば、
『分かるけど、そこまでしなくても
…』という論理について。『日本に
住む我々のことも考えてくれれば』
という言葉は、『朝鮮に生きる人た
ちは関係ない』という『朝鮮に生き
る人々を忘殺する』ボタンを押す行
為に直結することになる。悪意があ
ろうと、なかろうと、である。

米韓の軍事演習の先にある朝鮮滅
亡へのストーリーは、明確に『朝鮮
人として生きる』という選択肢の強
制削除に繋がっている。

とはいえ、日本に生きる在日同胞
たち・子どもたちにとって、『大変
な事態』に憂慮を示すのはある意味
仕方がない部分もある。捌け口がな
いのだから。ひとえに情勢が良くな
るように願うのみ、という態度もと
ることもできるであろうが、重要な
ことは、『私は何をする？』という
自問である。

10月31日～11月4日まで実施された
米韓軍事演習。
軍用機240機が参加する過去最大規
模の合同空中演習「ビジラントス
トーム（Vigilant Storm）」という
名称は、イラク侵略時の作戦名『デ
ザートストーム（砂漠の嵐）』の名
称にちなんでいる。

朝鮮の再三にわたる警告を無視し
行われた軍事演習に対し、朝鮮は
「警告通り」軍事アクションを行っ
た。１１月２日からだ。（しかし、
この『警告』（朝鮮外務省代弁人、
党中央委員会談話など）が報道され
たことはない）

情勢を見る目



2022年１２月号【2】 情勢

当初４日までと予定されていた訓
練期間を延長することに決定したこ
とに対して、言論は拍手喝采した。
「防衛措置として当然」と評価した
わけだ。そして朝鮮の行動は挑発・
脅威と糾弾する。

これをダブルスタンダードという。
上記「分かるけど…」という言葉は、
このダブルスタンダードと同じ「も
のの見方・考え方」であろう。

そもそも金正恩総書記は昨年9月の
施政演説で現代世界の情勢について
「新冷戦」という見方を示しながら、
朝鮮の内外政策もこの新たな情勢に
対応する形で変貌を遂げたと指摘し
た。

朝鮮は朝鮮労働党第9回大会（2021
年1月）以降、すべての政策の関心を
国内に向けていた。

国内のぜい弱部門を補い、発展し
た部門と立ち遅れた部門の非対称性
を克服し、経済、文化などのあらゆ
る領域で均衡的な発展を遂げようと
していた。国力向上を先行させるた
めに朝米関係では米国の核脅威を自
国の核抑止力で制して情勢を管理す
る方法を取ってきたのである。

はっきり言って、国外に関心を向
けている場合ではない。その隙を縫
うように「再開」された軍事演習。
「はぁ」とため息をつくのはだれか、
想像すればわかるであろう。

アメリカは、緊張を望むが戦争を
望まない。朝鮮半島情勢の緊張がも
たらすのは軍産複合体の復興と半ば
強制的・爆発的に売れる「ミサイル
防衛システム」である。そして、現
況すべての防衛システムを突破でき
る朝鮮のミサイル技術が試験された
のが11月19日であった。

朝鮮の持つ大陸間弾道ミサイル（I
CBM）の「火星17」の試射には、
「戦争状況を終わらせる」朝鮮の堅
い意志が込められている。

情勢は突然変わる。明けない夜も
ない。出口はすぐそこである。

さて、我々がやることは明確であ
る。この情勢の中、子供たちに危害
を加えんとするレイシストたちから
子供たちを守ること、偏見と侮蔑に
たいして卑屈にならないことである。

先日、中央青商会と日本JC、韓国
青商連合会との懇親会が行われた。
一本の線を持ちつつも、地域地方単
位での友好を深めることは、必ず世
の無駄な格付けと偏見をなくす一手
となる。友好活動は、未来に直結す
る最重要活動の一つ。課題は山積み
であるが、目の前の友人をつかんで
いくことが、子供たちの未来を守り、
大きな情勢をも覆す力にもなるので
ある。（中央青商会）



2022年１２月号【3】 ご案内

ウリ民族フォーラム2022が開催されました！
11月20日、ウリ民族フォーラム2022を成功裏に終えることが出来ま

した。
この期間開催のために尽力して頂いたすべての方々、雨の中ご足労頂

いた方達には感謝しかありません。
先代と同胞達に感謝し、これからも同胞社会、コッポンオリ達の為に

より汗を流しどんな困難にも青商会が先陣をきって走り続けます。
来年は三重で会いましょう！
HP、Facebook、Instagramを通して、前日から本番までの様子を随時

更新していきます！是非ご覧ください。

新時代・魂！



2022年１２月号【4】 宣伝

11月20日、雨の中ウリ民族フォーラム2022にお越し頂いた方々、配信
でご覧頂いた方々コマプスムニダ！！
ウリ民族フォーラム2022に送られた平壌青少年学生たちの
祝賀公演を公開します。
多くの同胞、会員たちがご覧になり、元気をもらってください！

우리 청상회에 대한 한없는 기대와 사랑에 감사를
드리면서…

ウリ民族フォーラム2022祝賀公演を大公開！

QRコードチェック！ ▲

Instagram、Facebookで青
商会の活動チェック！
是非フォローよろしくお
願いします。

☜☜☜



2022年１２月号【5】 朝青コーナー

今月号も必見！朝青紹介コーナー！
朝青から青商会へ、未来へのバトン繋いでいきましょう！


